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議
案
審
議こんな

ことが
決まりました

令和８年　２月第１回臨時会、
　　　　　３月第１回定例会で

　令和８年第１回臨時会は令和８年２月24日に開催され２議案を原案のとおり可決しました。第１
回定例会は３月６日から23日までの18日間開催され、15議案を原案のとおり可決、３件の人事案
と１件の諮問を同意しました。

人
権
擁
護
委
員
の
推
薦

に
つ
い
て

氏　
名　
原は
ら　
　
進し
ん
二じ

地　
区　
八
枚

年　
齢　
60
歳

全
員

同
意

上
峰
町
教
育
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

氏　
名　
鶴つ
る
田だ　
光み
つ
代よ

地　
区　
三
上

年　
齢　
55
歳

任　
期　
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
令
和
12
年
３
月
31
日
ま
で

全
員

同
意

上
峰
町
監
査
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

氏　
名　
中な
か
尾お　
正ま
さ
秀ひ
で

地　
区　
井
手
口

年　
齢　
75
歳

任　
期　
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
令
和
12
年
３
月
31
日
ま
で

全
員

同
意

上
峰
町
教
育
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

氏　
名　
平ひ
ら
川か
わ　
未み

代よ

地　
区　
井
手
口

年　
齢　
71
歳

任　
期　
令
和
８
年
４
月
１
日
か
ら

　
　
　
　
令
和
12
年
３
月
31
日
ま
で

全
員

同
意

上
峰
町
乳
児
等
通
園
支

援
事
業
の
設
備
及
び
運

営
に
関
す
る
基
準
を
定
め
る

条
例
の
一
部
改
正

全
員

賛
成

・�

特
例
地
域
型
保
育
給
付
費
に
係
る

特
例
保
育
を
行
う
事
業
者
を
対
象

と
し
た
要
件
緩
和
を
実
施
す
る
た

め
の
改
正

令
和
７
年
度
一
般
会
計

補
正
予
算（
専
決
第
１

号
）の
主
な
も
の

全
員

賛
成

・�

衆
議
院
議
員
選
挙
に
係
る
予
算

　
１
、
１
９
６
万
５
千
円

上
峰
町
職
員
の
旅
費
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改

正

全
員

賛
成

・�

国
家
公
務
員
旅
費
法
の
改
正
に
伴

い
、
旅
費
の
支
給
基
準
を
実
費
相

当
支
給
へ
変
更
す
る
た
め
の
改
正
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議
案
審
議

地域通貨業務委託料
（物価高騰生活者支援事業）

１億300万円１億300万円
町民一人あたり１万円分のミネカポイントを
支給する事業です。

地域通貨業務委託料
（高齢者支援事業）

1,280万円1,280万円
65歳以上の町民一人あたり５千円分のミネカポイ
ントを支給する事業です。

戸籍附票への旧氏等記載に
係るシステム改修業務委託料

322万３千円322万３千円

物価高対応子育て応援手当

3,800万円3,800万円
18歳未満の町民１人あたり２万円を支給する
ものです。

物価高対応子育て応援手当
に係るシステム改修委託料

70万円70万円

令和８年２月　第１回臨時会
令和７年度一般会計補正予算（第10号）

3,912万円
主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す

令和８年３月　第１回定例会
令和７年度一般会計補正予算（第11号）

▲8,337万円
主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す

930万円930万円
18歳未満の町民一人あたり５kg相当のお米ポイント
を支給する事業です。

地域通貨業務委託料
（子育て世帯支援事業）

40万円40万円
１医療機関あたり４万円を支給するものです。

医療機関物価高騰対応
支援金

402万円402万円

県営外記ため池整備
事業負担金

640万７千円640万７千円
育英資金貸付基金積立金

882万３千円882万３千円
町道新設改良工事費
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議
案
審
議

ふるさと納税
積立金

31億6,915万２千円31億6,915万２千円

ふるさと納税寄附金基金への
積立金です。

地域おこし協力隊
委託料

541万２千円541万２千円

有機農産物（オーガニック）に関
する補助を行うための人材を雇
用するもの。

庁舎エレベーター
改修工事

4,300万円4,300万円

役場庁舎エレベーターの
老朽化に伴う改修工事費です。

物価高騰支援
販売促進支援金

9,900万円9,900万円

町内の事業者に対する
販売促進支援金です。

会計名 予算額（　）内は令和７年度当初予算
一般会計 123億1,937万９千円（101億9,686万２千円）

特
別
会
計

国民健康保険 ９億9,340万２千円（10億1,536万３千円）
後期高齢者医療保健 1億7,939万円（1億5,259万８千円）
土地取得 ９千円（９千円）
農業集落排水 ７億9,518万７千円（７億9,045万５千円）
総　合　額 142億8,736万７千円（121億5,528万７千円）

会 計 別 予 算

主
な
も
の
を

紹
介
し
ま
す

令和８年度　一般会計予算

123億1,937万９千円

4



議
案
審
議

ため池遠隔監視
システム設置工事費

440万円440万円

外記のため池及び下流域の
遠隔監視システムの導入予算です。

町道補修等工事費

8,460万円8,460万円

町道10路線の補修・改良工事費
です。

中学校体育館空調
設置・断熱・屋根改修
工事実施設計委託料

1,507万５千円1,507万５千円

中学校体育館の空調設備や屋根の
改修工事にかかる実施設計のため
の予算です。

さが園芸生産888億円
推進事業費補助金

1,519万７千円1,519万７千円

園芸農業を振興するため、園芸
ハウス、機械等の購入・整備に
対する支援の予算です。
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討
論
・
採
決

【
総
務
課
】

　

�　
　

�

消
防
団
に
つ
い
て
、
引
き
続
き
消
防
団
員
の
募

集
に
努
め
る
こ
と
。

　
　
　

�

消
防
団
活
動
の
周
知
や
魅
力
発
信
を
一
層
進
め

る
と
と
も
に
、
加
入
促
進
に
向
け
た
取
組
を
継

続
的
に
実
施
し
、
引
き
続
き
消
防
団
員
の
確
保

と
募
集
を
積
極
的
に
努
め
ま
す
。

QＡ

【
産
業
課
】

　

�　
　

�

集
落
支
援
員
が
必
要
な
装
備
に
つ
い
て
は
、
早

め
の
予
算
措
置
を
行
う
こ
と
。

　
　
　

�

必
要
に
応
じ
て
予
算
措
置
を
行
い
ま
す
。

　

�　
　

�

遠
隔
監
視
シ
ス
テ
ム
設
置
に
つ
い
て
、
江
迎
の

幹
線
水
路
へ
の
設
置
も
検
討
す
る
こ
と
。

　
　
　

�
江
迎
の
幹
線
水
路
へ
の
設
置
に
つ
い
て
検
討
し

ま
す
。

　

�　
　

�

地
域
通
貨
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、
実
態
調
査

を
行
い
地
域
通
貨
の
ポ
イ
ン
ト
失
効
が
減
る
よ

う
に
努
め
る
こ
と
。

　
　
　

�

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
を
活
用
し
て

ポ
イ
ン
ト
失
効
の
削
減
に
努
め
ま
す
。

QＡQＡQＡ

　
　
算
特
別
委
員
会　
　
査
報
告

予

審

　
令
和
８
年
３
月
６
日
の
本
会
議
に
お
い
て
、
本
委

員
会
に
付
託
さ
れ
た
議
案
第
１１
号　
令
和
８
年
度
上

峰
町
一
般
会
計
予
算
に
つ
い
て
、
３
月
１３
日
か
ら
１６

日
に
わ
た
り
委
員
会
を
開
催
し
慎
重
に
審
議
い
た
し

ま
し
た
。

　
質
疑
終
結
の
あ
と
直
ち
に
採
決
を
行
っ
た
結
果
、

全
員
賛
成
で
原
案
の
と
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

定
い
た
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
審
議
の
過
程
で
の
主
な
質
疑
は
次
の
と
お

り
で
す
。
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討
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決

【
政
策
課
】

　

�　
　

�
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
住
宅
借
り
上
げ
料
に
つ

い
て
、
公
営
住
宅
の
空
き
部
屋
活
用
も
選
択
肢

に
入
れ
て
検
討
す
る
こ
と
。

　
　
　

�

制
度
内
容
を
踏
ま
え
検
討
し
ま
す
。

　

�　
　

�

公
園
の
規
模
に
応
じ
た
維
持
管
理
委
託
を
検
討

す
る
こ
と
。

　
　
　

�

効
率
性
・
経
済
性
を
研
究
し
、
検
討
し
ま
す
。

【
建
設
課
】

　
　
　

��

町
道
下
津
毛
住
宅
１
号
線
に
つ
い
て
、
東
側
交

差
点
に
つ
い
て
も
改
良
を
検
討
す
る
こ
と
。

　
　
　

�

改
良
に
つ
い
て
は
、
外
記
の
橋
の
欄
干
部
分
に

重
点
を
置
い
て
計
画
し
て
お
り
ま
す
が
、
広
域

的
な
視
点
か
ら
、
東
側
交
差
点
に
つ
い
て
も
検

討
し
ま
す
。

　

�　
　

�

耐
震
診
断
派
遣
事
業
業
務
委
託
料
に
つ
い
て
、

対
象
と
な
る
建
築
物
の
耐
震
診
断
に
向
け
て
周

知
に
努
め
る
こ
と
。

QＡQＡQＡQ

　
　
　

�

対
象
建
築
物
の
所
有
者
等
が
地
震
防
災
対
策
と

し
て
自
ら
の
問
題
と
し
て
捉
え
、
取
り
組
ん
で

い
た
だ
け
る
よ
う
、事
業
の
周
知
に
努
め
ま
す
。

【
教
育
課
】

　

�　
　

�

中
学
校
体
育
館
空
調
設
置
・
断
熱
・
屋
根
改
修

工
事
実
施
設
計
委
託
料
に
つ
い
て
、
工
事
完
了

ま
で
の
期
間
、
雨
天
時
の
雨
漏
り
対
策
を
検
討

す
る
こ
と
。

　
　
　

�

既
存
の
雨
漏
り
箇
所
の
再
確
認
を
行
い
、
対
策

を
検
討
し
ま
す
。

　
�　

　
�

親
環
境
無
償
給
食
推
進
事
業
委
託
料
に
つ
い

て
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
を
増
や
し
て
い
く
よ

う
努
め
る
こ
と
。

　
　
　

�

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
食
材
の
調
達
に
一
層
努
め
ま
す
。

ＡQＡQＡ

自
治
功
労
者
表
彰

　
次
の
３
名
の
方
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

・
全
国
町
村
議
会
議
長
会
会
長
表
彰
（
議
員
27
年
以
上
）

　
吉
富
隆
氏

・
全
国
町
村
議
会
議
長
会
会
長
表
彰
（
議
員
15
年
以
上
）

　
寺
﨑
太
彦
氏

・
佐
賀
県
町
村
議
会
議
長
会
会
長
表
彰（
議
員
11
年
以
上
）

　
吉
田
豊
氏

▲写真左から吉田豊氏、吉富隆氏、寺﨑太彦氏
7



討
論
・
採
決

令和８年　第１回臨時会、第１回定例会　議案賛否表
〈賛　否　表〉 ○は賛成　×は反対

議
案
番
号

件　　　　　　　　　　名
採
決
結
果

１２３４５６７８９１０
蔵
戸　

新

石
橋　

信

江
﨑
文
男

鈴
木
千
春

大
川
徹
也

原　

直
弘

吉
田　

豊

吉
富　

隆

寺
﨑
太
彦

大
川
隆
城

 第１回臨時会

1 専決処分の承認を求めることについて
（令和７年度上峰町一般会計補正予算（専決第１号）） 承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

2 令和７年度上峰町一般会計補正予算（第10号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

第１回定例会

３ 上峰町乳児等通園支援事業の設備及び運営に関する基準を
定める条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

４ 上峰町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

５ 上峰町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

６ 上峰町火入れに関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

７ 令和７年度上峰町一般会計補正予算（第11号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

８ 令和７年度上峰町国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

９ 令和７年度上峰町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

10 令和７年度上峰町農業集落排水特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

11 令和８年度上峰町一般会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

12 令和８年度上峰町国民健康保険特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

13 令和８年度上峰町後期高齢者医療特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

14 令和８年度上峰町土地取得特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

15 令和８年度上峰町農業集落排水特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

16 上峰町教育委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

17 上峰町教育委員会委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

18 上峰町監査委員の選任について 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

19 上峰町職員の旅費に関する条例の一部を改正する条例 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

20 令和７年度上峰町一般会計補正予算（第12号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

諮問
１ 人権擁護委員候補者の推薦について 適任 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

－ 予算特別委員会審査報告 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －
○議長は賛否の意思表示をすることはできません。採決の結果、可否同数のときは議長が裁決権を行使します。
　（過半数議決の場合）
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討
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・
採
決

　えん罪は、国家による最大の人権侵害の一つである。えん罪被害者の人権救済は、人権国
家を標ぼうするわが国にとってはもちろん、地域住民の人権を護る義務を有する地方自治体
にとっても重要な課題といえる。 
　ところで、えん罪被害者を救済するための制度としては「再審」がある。しかし、その手
続を定めた法律（刑事訴訟法第四編「再審」）には、再審請求手続の審理のあり方に関する
規定がほとんどなく、裁判所の広範な裁量に委ねられている。このように、いわば「再審の
ルール」が存在しない状態となっているため、再審請求手続の審理の進め方は、事件を担当
する裁判官によって区々となっており、再審請求手続の審理の適正さが制度的に担保されず、
公平性も損なわれている。 
　その中でも、とりわけ再審手続きにおける証拠開示の問題は重要である。過去の多くのえ
ん罪事件では、警察や検察庁といった捜査機関の手元にある証拠が再審段階で明らかになっ
て、それがえん罪被害者を救済するための大きな原動力となっている。したがって、えん罪
被害者を救済するためには、えん罪被害者が捜査機関の手元にある証拠を利用できるよう、
これを開示させる仕組みが必要であるが、現行法にはそのことを定めた明文の規定が存在せ
ず、再審請求手続において証拠開示がなされる制度的保障はない。そのため、裁判官や検察
官の対応いかんで、証拠開示の範囲に大きな差が生じているのが実情であって、このような
格差を是正するためには、証拠開示のルールを定めた法律の制定が不可欠である。
　しかも、再審開始決定がなされても、検察官がこれに不服申立てを行う事例が相次いでお
り、えん罪被害者の速やかな救済が妨げられている。しかし、再審開始決定は、裁判をやり
直すことを決定するにとどまり、有罪・無罪の判断は再審公判において行うことが予定され
ており、そこでは検察官にも有罪立証をする機会が与えられている。したがって、再審開始
決定がなされたのであれば、速やかに再審公判に移行すべきであって、再審開始決定という、
いわば中間的な判断に対して検察官の不服申立てを認めるべきではない。 
　よって、えん罪被害者を一刻も早く救済するために、再審法を速やかに改正するよう強く
求める。 

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。 

　令和８年３月23日
� 　佐賀県上峰町議会

内閣総理大臣　高市　早苗　様
衆議院議長　　森　　英介　様
参議院議長　　関口　昌一　様
法務大臣　　　平口　　洋　様

国に対し 意見書を提出
再審法改正を求める意見書（案） 全

員
賛
成
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予

算

令和７年度　　正予算　補
第１回定例会

歳入
219億

605万1千円

歳出
219億

605万1千円

町税
14億6,776万7千円 
6.7%

地方交付税
14億6,216万9千円 
6.7%

国庫支出金
22億1,165万9千円
10.1%

県支出金
5億6,524万1千円
2.6%繰入金

52億5,317万5千円 
24.0%

町債
4,141万6千円
0.2%

寄附金
80億140万円
36.5%

その他
29億322万4千円
13.2%

総務費
143億2,869万7千円
65.4%

民生費
21億5,903万9千円
9.9%

農林水産業費
4億2,871万5千円
2.0%

土木費
26億868万4千円
11.9%

教育費
10億5,385万8千円
4.8%

公債費
2億7,151万7千円
1.2%

その他
１億6,855万8千円
0.8%

消防費
2億2,703万円
1.0%

衛生費
6億5,995万3千円
3.0%

本会期までの累計

※町債とは借入金、公債費とは借入金の返済金です。
※国・県支出金は補助金です。

一 般 会 計
２,586万２千円減額して、総額219億605万１千円となる

歳入補正予算の主なもの（増額のみ）
◎重点支援地方交付金
� 1億3,915万円
◎地方交付税普通交付税
� 9,437万2千円

歳出補正予算の主なもの（増額のみ）
◎地域通貨業務委託料（物価高騰生活者支援事業）
� 1億300万円
◎地域通貨業務委託料（子育て世帯支援事業）
� 930万円
◎地域通貨業務委託料（高齢者支援事業）
� 1,280万円

特 別 会 計
国民健康保険特別会計
279万２千円を減額し、10億4,608万１千円となる

農業集落排水特別会計　※歳出予算額
147万６千円を増額し、8億114万７千円となる

後期高齢者医療特別会計
66万４千円を減額し、１億7,503万３千円となる
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議
会
活
動

議
長
挨
拶

議
長　
大
川　
隆
城

　

令
和
８
年
４
月
１
日
い

よ
い
よ
新
年
度
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。
毎
年
の
こ

と
で
す
が
２
月
〜
３
月
は

定
例
議
会
や
卒
業
式
、
各

広
域
組
合
議
会
の
定
例
会
、

加
え
て
、
市
制
施
行
20
周

年
記
念
式
典
参
加
等
に
よ

り
慌
た
だ
し
い
年
度
末
模

様
で
し
た
。

　

議
会
の
新
し
い
取
り
組

み
と
し
て
は
タ
ブ
レ
ッ
ト

の
導
入
で
、
機
能
強
化
を

計
る
た
め
３
月
議
会
か
ら

使
用
開
始
し
一
年
間
か
け

て
研
修
も
重
ね
な
が
ら
皆

が
ス
ム
ー
ズ
に
操
作
で
き

る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

中
心
市
街
地
に
昨
年
４

月
「
道
の
駅
か
み
み
ね
」

が
オ
ー
プ
ン
し
今
年
１
月

末
に
は
来
場
者
１
０
０
万

人
突
破
と
大
盛
況
が
続
き
、

２
番
目
の
定
住
促
進
住
宅

も
完
成
し
入
居
が
始
ま
り
、

商
業
施
設
も
近
々
オ
ー
プ

ン
と
の
事
。
今
年
は
３
番

目
の
文
教
施
設
建
設
と
中

心
市
街
地
活
性
化
事
業
が

着
々
と
進
ん
で
お
り
議
会

も
一
致
協
力
し
進
め
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

我
が
町
上
峰
は
県
内
市

町
で
下
か
ら
２
番
目
に
小

さ
な
町
で
す
が
、
大
き
な

市
町
に
遅
れ
を
と
る
こ
と

な
く
「
負
け
て
た
ま
る
か
」

の
気
持
ち
を
常
に
持
ち
、

さ
ら
に
安
全
で
住
み
よ
い

町
に
な
り
ま
す
よ
う
に
議

会
と
行
政
が
車
の
両
輪
の

ご
と
く
お
互
い
に
切
磋
琢

磨
し
努
力
を
重
ね
て
い
か

な
く
て
は
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
知
恵
を
出
し
、
ア
イ

デ
ア
を
持
ち
よ
り
町
の
更

な
る
発
展
の
た
め
の
提
案

を
し
て
い
け
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
町
民
の
方
々

と
一
丸
に
な
っ
て
の
町
づ

く
り
の
い
ろ
ん
な
ご
意
見

を
お
聞
か
せ
い
た
だ
く
と

と
も
に
、
今
後
と
も
議
会

に
対
し
て
の
ご
支
援
、
ご

協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

議長交際費の支出状況（令和７年度下半期）

区分 支出金額 支出内容

お礼 6,700円 振興常任委員研修受入れ先へ

会費 5,000円 上峰町遺族会懇談会

お礼 6,700円 総務厚生常任委員研修受入れ先へ

お礼 3,350円 議会運営委員研修受入れ先へ

お祝 10,000円 上峰町近圏少年剣道錬成大会

献花 15,000円 戦没者追悼式の折献花（供花スタンド）

会費 14,000円 三神地区環境事務組合議会、脊振共同塵芥処理組合議会、
神埼市・吉野ヶ里町葬祭組合議会意見交換会

合計 60,750円
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一
般
質
問

令和８年  第１回定例会（３月）
３月定例会の一般質問では９名の議員が通告し、９名の議員が登壇しました。
通告内容は下記の通りです。

質問順番 質問議員 二次元コード

１ 吉田　豊　議員

通告内容
１.滞納処分
　①�国税徴収法第48条について具体的に事例を

あげて説明を求める
　②�12月定例議会以降、納期到来の各種税目毎
の滞納処分（財産差し押え）の件数と滞納
税額の報告を求める

２.小中学校の空調整備
　①�小中学校の各教室の気温の推移の報告を求

める（夏季の各教室の温度の推移がわかる
もの）

３.中心市街地活性化事業
　①�プール建設計画の予定年度と計画内容
　　（プールの規模）について
　②歩行訓練用のレーン計画はあるか
４.破砕機（竹チップ）の導入計画
　①破砕機導入計画その後の進捗状況について

質問順番 質問議員 二次元コード

２ 寺﨑　太彦　議員

通告内容
１.振興対策について
　①�鎮西山再整備事業の進捗状況は
２.健康対策について
　①�国民健康保険の医療費の現状と将来の見通しは

３.教育環境について
　１�小、中学校の空調の整備と体育館の空調の現状は
４.農業振興策について
　①�もうかる農業としての農業振興をどのよう
に考えているか

質問順番 質問議員 二次元コード

３ 石橋　信　議員

通告内容
１.土砂、水害対策について
　①第１部旧消防格納庫前道路冠水について
２.安全・安心な町づくりについて
　①�山林火災等に備える、ため池の整備について

３.地域振興対策について
　①�乗合タクシー利用状況及び今後の
　　巡回バス運行について
　２�空き家対策取組の進捗状況は
　　（町内調査総合判定D建物）

通告内容（○印が記事になっております）
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一
般
質
問

令和８年  第１回定例会（３月）
３月定例会の一般質問では９名の議員が通告し、９名の議員が登壇しました。
通告内容は下記の通りです。

質問順番 質問議員 二次元コード

４ 蔵戸　新　議員

通告内容
１.�上峰町職員のワークライフバランス
について

　①�今年度の有給休暇取得率の状況は
　　（過年度との比較状況）
　②来年度以降の目標は

２.ガバメントハンター育成について
　①どのような業務内容を想定しているのか
　②雇用形態や人材募集方法並びに育成について
３.道の駅振興について
　①�鎮西八郎プロジェクトとの連携状況は

質問順番 質問議員 二次元コード

５ 江﨑　文男　議員

通告内容
１.防災対策について
　①災害に強い防災拠点づくりについて
　　（役場を防災拠点に選定されているが、中心市街地エリア内の防災拠点の計画は）
２.上峰町中心市街地活性化事業について
　①進捗状況と今後の計画は
　２中心市街地の汚水処理計画は
３.ふるさと納税について
　①寄附申込書に記載されている寄附の目的の見直しは
質問順番 質問議員 二次元コード

６ 大川　徹也　議員

通告内容
１.第三セクター合同会社の財務状況報告に関する事項
　１�当該第三セクター合同会社の直近の財務状況について、町はどのように把握し、どのような

分析・評価を行っているのか
　２�当該法人の経営状況が本町の財政に与えるリスクについて、どのような認識を持ち、どのよ
うな検討を行っているのか

　３�法的義務の有無とは別に、説明責任及び議会との情報共有の観点から、今後、財務諸表を議
会へ報告する考えはないのか

２.小中学校及び社会体育館の空調設備に関する事項
　①�社会体育館の新築計画及び小中学校建て替え計画において、体育館を含む空調設備の整備は

基本方針として明確に位置付けられているのか
　②建て替えまでの期間における既存施設の安全対策について、どのような措置を講じているのか
　３�空調整備にあたっては国や県の補助制度、有利な起債制度等の活用が可能と考えられるが、
本町としてこれらの制度の調査・研究を行っているのか
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一
般
質
問

質問順番 質問議員 二次元コード

７ 原　直弘　議員

通告内容
１.町道の安全対策について
　①�橋梁「外記の橋」通行時の安全対策について
２.通学路の安全対策について
　１町道下津毛三田川線においての安全対策について
　②町道坊所南北線起点部交差点の横断時の安全対策について
　③通学路点検対策箇所で対策実施中の現状と今後の計画について
質問順番 質問議員 二次元コード

８ 吉富　隆　議員

通告内容
１.町税等の滞納について
　１滞納繰越（R3.R4.R5）の現状について
　②今後の対策について
２.ふるさと納税関連について
　①今年度納税額の状況について
　②過去におきた偽装問題について

３.中心市街地活性化事業関連について
　１今後の整備計画について
　２体育施設及び文教施設の進捗状況について
４.農業施策関連について
　①今後の農業施策計画について
　２オーガニック農業について

質問順番 質問議員 二次元コード

９ 鈴木　千春　議員

通告内容
１.高齢ドライバーの支援について
　①�ご家族や仕事の関係で高齢であっても免許

を返納できないドライバーに対し、町で実
施されている支援の内容は

　②�免許証を返納された方に対し町が現在行
なっている支援内容は

２.�町内の糖尿病罹患率の現状とその対
策について

　①町内で糖尿病に罹患されている方の割合は
　②�①の結果に対し、現在町で実施されている

取組みは

３.スポーツ振興の取り組みについて
　１町民の方がスポーツを実施している割合
　２�町では現在「トレイルラン」や「為朝ウォー
ク」などのスポーツを通じて、町内外の方
に対しイベントを開催されているがスポー
ツツーリズムの考えは
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一
般
質
問

滞
納
処
分
に
つ
い
て

差
押
え
も
含
め
徴
収
に
当
る

各
教
室
の
温
度
は

中
学
校
の
３
階
教
室
が
高
い

プ
ー
ル
の
設
置
は

近
隣
温
浴
施
設
と
協
働
し
整
備
す
る

竹
チ
ッ
プ
の
導
入
予
定
に
つ
い
て

今
年
中
に
購
入
す
る

一般質問とは 　議員が町政について自由に質問することをいいます。
　質問する項目は事前に通告します。時間内であれば納得がいくまで何度も質問できる「一問一答方式」を採用しています。

議
会
だ
よ
り
に
掲
載
し
て
い
る
議
員
の
一
般
質
問
の
文
責
は
各
議
員
に
あ
り
ま
す
。

吉田　豊 議員

が
で
き
る
と
国
税
徴
収

法
第
47
条
に
あ
る
。
文

書
、
電
話
、
臨
戸
に
よ

る
督
促
勧
告
を
通
知
し
、

反
応
が
な
い
場
合
に
は
、

預
貯
金
、
給
与
等
の
財

産
調
査
を
行
い
、
ま
た

生
活
の
状
況
の
実
態
を

確
認
し
て
、
差
押
え
ら

れ
る
財
産
が
見
つ
か
っ

た
場
合
に
は
、
差
押
え

る
。
ま
た
、
差
押
え
る

前
に
は
事
前
に
予
告
通

知
を
送
付
し
て
、
納
付

に
つ
な
が
る
よ
う
対
応

し
て
い
る
。

答
教
委
事
務
局
長

今
年
度
２
〜
３
年
生

の
普
通
教
室
に
床
置
き

型
の
空
調
機
を
２
台
ず

つ
設
置
す
る
こ
と
に
し

て
い
る
。

問
特
別
教
室
は
ど
う
す

る
の
か
。

答
教
委
事
務
局
長

特
別
教
室
は
適
温
に

保
た
れ
て
い
る
。

問
小
学
校
は
ど
の
よ
う

な
状
況
に
あ
る
の
か
。

答
教
委
事
務
局
長

小
学
校
の
各
教
室

は
、
適
温
で
あ
る
と
報

告
を
受
け
て
い
る
。

問
プ
ー
ル
の
規
模
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

答
生
涯
学
習
課
長

プ
ー
ル
は
今
回
の
開

発
エ
リ
ア
の
中
で
は
整

備
せ
ず
、
官
民
協
働
に

よ
る
別
の
方
法
で
整
備

を
検
討
す
る
。

要望
町
民
の
方
か
ら
、
温

水
プ
ー
ル
に
歩
行
訓

練
が
で
き
る
施
設
整
備

を
要
望
さ
れ
て
い
る
の

で
配
慮
さ
れ
た
い
。

問
中
学
校
が
高
い
と
の

こ
と
だ
が
、
具
体
的

に
数
値
で
報
告
を
。

答
教
委
事
務
局
長

７
月
32
度
、
８
月

32・６
度
、
９
月
30・６

度
、
10
月
30
度
以
下
と

な
っ
て
い
る
。

問
今
報
告
さ
れ
た
各
教

室
の
温
度
は
適
温
と

思
う
か
ど
う
か
。

答
教
委
事
務
局
長

酷
暑
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
る
。

問
酷
暑
と
認
識
し
て
い

る
の
で
あ
れ
ば
、
ど

う
対
策
を
と
る
の
か
。

問
プ
ー
ル
は
中
心
市
街

地
の
一
角
に
設
置
す

る
予
定
だ
が
、
い
つ
で

き
る
の
か
。

答
生
涯
学
習
課
長

実
施
設
計
を
進
め
る

中
で
、
近
隣
の
温
浴
施

設
と
競
合
す
る
の
で
は

な
く
、
官
民
が
協
働
し
、

よ
り
よ
い
施
設
と
し
て

整
備
し
た
方
が
良
い
と

い
う
考
え
に
至
っ
た
。

プ
ー
ル
は
要
望
と
し
て

強
い
施
設
で
あ
る
こ
と

は
、
認
識
し
て
い
る
の

で
、
現
開
発
内
容
と
は

少
し
角
度
を
変
え
た
所

で
、
よ
り
昇
華
さ
せ
た

施
設
と
し
て
整
備
を
行

う
こ
と
で
検
討
し
て
い

る
。
温
浴
を
活
用
し
た

プ
ー
ル
を
官
民
協
働
で

補
助
金
、
交
付
金
を
活

用
で
き
る
ス
キ
ー
ム
を

模
索
し
て
い
く
。

問
有
機
栽
培
に
は
必
需

品
で
あ
る
が
。

答
産
業
課
長　
６
月
議

会
に
は
、
機
種
を
決

定
し
補
正
予
算
を
お
願

い
す
る
。

問
国
税
徴
収
法
第
４８
条

に
つ
い
て
説
明
を
。

答
税
務
課
長　
法
第
48

条
第
１
項
「
超
過
差

押
え
の
禁
止
」。
滞
納
処

分
を
行
う
に
当
り
、
徴

収
に
必
要
な
額
を
超
え

て
財
産
を
差
押
え
て
は

な
ら
な
い
旨
が
定
め
ら

れ
て
い
る
。

問
具
体
的
に
軽
自
動
車

税
に
つ
い
て
説
明
を

求
め
る
。

答
税
務
課
長　
納
期
限

を
10
日
経
過
し
た
日

ま
で
に
督
促
を
受
け
完

納
し
な
い
と
き
に
は
、

徴
収
職
員
は
滞
納
者
の

財
産
を
差
押
え
る
こ
と

答弁者の名称について 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称15
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問
少
子
高
齢
化
や
社
会

保
障
費
の
増
大
に
よ

り
町
民
の
負
担
が
増
え

て
い
る
と
思
う
が
、
国

民
健
康
保
険
の
医
療
費

医
療
費
の
現
状
は

医
療
費
は
増
加
し
て
い
く

鎮
西
山
再
整
備
の
進
捗
状
況
は

３
つ
の
工
事
を
行
っ
て
い
る

農
業
振
興
を
ど
う
考
え
る
の
か

効
率
化
を
図
る

寺﨑　太彦 議員

の
現
状
と
将
来
の
見
通

し
は
。

答
健
康
福
祉
課
長

国
民
健
康
保
険
の
加

入
者
は
、
令
和
４
年
度

末
１
千
５
９
８
人
、
令

和
５
年
度
末
１
千
５
２

８
人
、
令
和
６
年
度
末

１
千
４
６
６
人
で
、年
々

減
少
し
て
い
る
。
医
療

費
総
額
は
、
令
和
４
年

度
約
８
億
１
千
８
３
８

万
円
、
令
和
５
年
度
約

７
億
５
千
１
４
５
万
円
、

令
和
６
年
約
７
億
８
千

３
７
８
万
円
と
な
っ
て

い
る
。
ま
た
、
１
人
当

た
り
の
年
間
医
療
費
は
、

令
和
４
年
度
約
５０
万
４

千
円
、
令
和
５
年
度
約

４８
万
５
千
円
、
令
和
６

年
度
約
５１
万
４
千
円
と

な
っ
て
い
て
、
加
入
者

が
減
少
す
る
中
、
医
療

費
総
額
及
び
１
人
当
た

り
医
療
費
は
い
ず
れ
も

高
い
額
で
推
移
し
て
い

る
。
近
年
の
医
療
の
高

度
化
や
先
進
医
療
の
進

展
、
高
度
な
薬
剤
の
普

及
に
よ
り
医
療
費
は
増

加
傾
向
に
あ
る
。
今
後

も
１
人
当
た
り
の
医
療

費
は
増
加
し
て
い
く
と

考
え
て
い
る
。

考
え
は
ど
う
な
っ
た
の

か
。
ま
た
、
道
路
法
面

崩
壊
の
対
策
は
。

答
政
策
課
長　
鎮
西
山

全
体
に
総
合
公
園
と

い
う
形
の
中
で
、
山
頂

だ
け
歴
史
公
園
と
認
定

で
き
る
の
か
。
関
係
機

関
も
含
め
て
検
討
を
要

す
る
状
況
で
あ
る
。

問
鎮
西
山
再
整
備
事
業

の
進
捗
状
況
は
。

答
政
策
課
長　
彩
の
丘

整
備
工
事
、
南
駐
車

場
整
備
工
事
及
び
ア
ス

レ
チ
ッ
ク
広
場
整
備
工

事
の
３
工
事
を
行
っ
て

い
る
。

問
山
頂
に
遺
構
が
出
た

の
で
、
城
址
公
園
の

問
も
う
か
る
農
業
と
し

て
農
業
振
興
を
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。答

産
業
課
長　
コ
ス
ト

を
考
え
、
農
作
業
の

効
率
化
を
図
り
農
地
の

集
約
化
を
町
と
農
業
委

員
会
で
実
施
し
て
い
く
。

問
効
率
化
、
省
力
化
が

必
要
だ
と
思
う
が
、

ス
マ
ー
ト
農
業
の
補
助

金
の
考
え
は
。

答
産
業
課
長　
ス
マ
ー

ト
農
業
の
補
助
金
等

は
、
県
内
で
検
討
し
て

い
る
が
、
今
は
難
し
い

と
の
意
見
が
出
て
い
る

の
で
、
も
う
少
し
勉
強

さ
せ
て
も
ら
え
れ
ば
。

も
し
使
え
る
の
が
あ
れ

ば
、補
助
金
等
を
つ
く
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

問
佐
賀
県
内
で
は
、
上

峰
町
の
医
療
費
は
多

い
ほ
う
な
の
か
。

答
健
康
福
祉
課
長

１
人
当
た
り
の
医
療

費
の
平
均
を
比
べ
る
と
、

令
和
５
年
度
ま
で
は
県

平
均
を
下
回
っ
て
い
た

が
、
令
和
６
年
度
は
少

し
上
回
っ
て
い
る
。

問
健
康
増
進
、
予
防
や

未
病
ま
た
は
、
生
活

習
慣
病
の
早
期
発
見
や

早
期
治
療
が
必
要
と
思

う
が
、具
体
的
な
施
策
は
。

答
健
康
福
祉
課
長

特
定
健
診
を
受
診
し

て
も
ら
う
取
り
組
み
を

し
て
い
く
。

16



一
般
質
問

問
内
水
氾
濫
は
低
い
と

こ
ろ
に
集
ま
る
。
か

さ
上
げ
を
２０
㎝
上
げ
て

み
る
場
合
を
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
し
て
変
化
の
確

認
が
で
き
な
い
か
。

答
建
設
課
長　
か
さ
上

げ
の
調
査
に
な
る

と
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

を
交
え
、
今
後
は
、
道

路
の
か
さ
上
げ
の
計
画

に
対
す
る
課
題
と
、
必

要
な
作
業
項
目
が
出
て

く
る
と
思
わ
れ
る
。

地
区
在
住
の
方
々
の
意
見
や

意
向
を
伺
う

第
一
部
旧
消
防
格
納
庫
前

道
路
冠
水
に
つ
い
て

石橋　信 議員

問
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と

の
話
し
合
い
の
中
、

継
続
的
に
地
域
の
方
々

と
話
を
進
め
、
対
策
を

考
え
て
ほ
し
い
が
。

答
建
設
課
長　
地
区
の

方
々
と
ハ
ー
ド
面
、

ソ
フ
ト
面
等
交
え
な
が

ら
話
を
し
、
ど
の
程
度

冠
水
対
策
を
打
て
る
の

か
、
進
め
て
い
く
。

問
山
林
火
災
を
発
生
さ

せ
な
い
た
め
に
は
、

本
町
独
自
で
は
難
し
い
。

隣
接
町
と
の
連
携
は
。

答
総
務
課
長　
近
隣
市

町
と
連
携
し
た
合
同

訓
練
、
町
独
自
で
は
山

林
火
災
を
想
定
し
た
秋

季
訓
練
等
実
施
し
た
。

問
登
山
、
ハ
イ
キ
ン
グ

の
方
々
に
案
内
板
と

か
注
意
喚
起
の
警
告
等

さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
総
務
課
長　

掲
示
板
等
の
設

置
に
つ
い
て
は
特

に
な
い
。

問
林
野
火
災
が
発

生
し
た
場
合
、

水
を
供
給
す
る
た

め
五
万
ケ
池
で
防

災
訓
練
を
行
っ
た

が
、
消
防
署
、
消

防
団
で
ホ
ー
ス
延

長
し
て
も
火
元
ま
で
近

づ
い
て
い
け
な
い
。
空

中
散
布
と
な
る
と
防
災

ヘ
リ
「
か
ち
ど
き
」
ま

た
は
自
衛
隊
ヘ
リ
に
な

る
。
五
万
ケ
池
の
面
積

で
あ
れ
ば
ヘ
リ
か
ら
の

給
水
も
十
分
と
れ
る
が
、

水
深
が
５
ｍ
必
要
と
言

わ
れ
た
。
整
備
が
で
き

な
い
か
。

答
産
業
課
長　
所
管
課

と
協
議
し
て
整
備
を

検
討
す
る
。

問
施
設
間
移
動
で
助

か
っ
て
い
る
が
、
予

約
が
取
り
に
く
く
な
っ

た
と
聞
く
。
増
便
の
考

え
は
。

答
健
康
福
祉
課
長

変
更
当
初
、
利
用
者

が
戸
惑
わ
れ
た
が
、
現

在
は
運
行
状
況
に
合
わ

せ
て
時
間
帯
や
曜
日
を

利
用
者
が
調
整
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
。
ま
た
、

車
両
増
便
は
今
後
検
討

し
て
い
く
。

問
巡
回
バ
ス
の
順
路
で

大
字
堤
地
区
は
婦
人

の
家
の
前
で
終
わ
っ
て

い
る
。
中
心
市
街
地
に

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
で
き

る
場
所
が
オ
ー
プ
ン
す

る
。
例
え
ば
、
堤
、
屋

形
原
、
鳥
越
地
区
ま
で

回
っ
て
、
中
心
市
街
地

へ
買
い
物
に
い
け
る
よ

う
に
、
今
後
路
線
の
変

更
、
運
用
方
法
の
検
討

は
さ
れ
な
い
の
か
。

答
健
康
福
祉
課
長

地
域
公
共
交
通
計
画

及
び
利
便
増
進
計
画
に

基
づ
い
て
、
皆
さ
ま
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
再

構
築
に
つ
い
て
考
え
る
。

問
道
の
駅
を
中
心
と
し

た
バ
ス
セ
ン
タ
ー
の

考
え
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　

令
和
１０
年
度
に
見
直

し
11
年
度
に
再
度
策
定

予
定
。

答
町
長　
貴
重
な
指
摘

と
思
っ
た
。中
心
拠

点
や
中
心
市
街
地
を
核

と
し
て
人
の
流
れ
を
集

め
、地
域
内
循
環
を
運
行

し
て
重
心
を
移
す
こ
と

が
重
要
だ
と
考
え
て
い

る
。そ
う
い
う
視
点
か
ら

ま
ず
拠
点
を
移
す
必
要

性
等
、今
後
検
討
す
る
。

地
区
管
理
者
と
今
後
の
た
め
池

に
つ
い
て
協
議

山
林
火
災
に
備
え
る

た
め
池
の
整
備
に
つ
い
て

乗
合
い
タ
ク
シ
ー
利
用
状
況

及
び
今
後
の
巡
回
バ
ス
運
行
は

安
心
し
て
利
用
い
た
だ
く
よ
う
充
実
に
取
り
組
む

五万ヶ池
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蔵戸 新 議員

問
職
員
の
年
次
有
給
休

暇
の
取
得
率
の
状
況

は
。答

総
務
課
長　
年
次
有

給
休
暇
の
取
得
率
に

つ
い
て
は
、

令
和
２
年
度
19・３
％
、

令
和
３
年
度
18・４
％
、

令
和
４
年
度
20・８
％
、

令
和
５
年
度
22・４
％
、

令
和
６
年
度
52・５
％
、

令
和
７
年
度
58・２
％
。

令
和
７
年
度
に
つ
い
て

は
、
平
均
取
得
日
数
11

日
と
な
っ
て
い
る
。

ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン
タ
ー
の
育
成
は

鳥
獣
被
害
対
策
の
中
心
と
し
た
い

問
飛
躍
的
に
改
善
し
て

い
る
が
、
そ
の
成
功

要
因
は
ど
の
よ
う
な
取

組
み
を
し
て
き
た
の
か
。

答
総
務
課
長　
取
得
率

50
％
を
目
標
に
、
課

長
会
を
通
じ
て
全
職
員

に
周
知
し
、
大
型
連
休

や
連
休
の
前
後
に
取
得

を
行
い
、
休
暇
を
長
く

取
れ
る
よ
う
推
奨
し
た
。

ま
た
15
分
単
位
で
の
取

得
も
可
能
と
な
っ
た
。

問
来
年
度
以
降
の
目
標

は
。

答
総
務
課
長　
国
が
掲

げ
る
70
％
を
目
標
に

取
り
組
む
。

問
ガ
バ
メ
ン
ト
ハ
ン

タ
ー
は
ど
の
よ
う
な

業
務
内
容
を
想
定
し
て

い
る
か
。

答
産
業
課
長　
現
在
、

集
落
支
援
員
に
よ
る

小
型
箱
罠
で
の
ア
ラ
イ

グ
マ
等
の
駆
除
を
実
施

し
て
い
る
が
、
猟
銃
で

の
駆
除
は
行
な
っ
て
い

な
い
た
め
、
鳥
類
の
対

応
が
難
し
い
。
ま
た
、

イ
ノ
シ
シ
等
が
市
街
地

に
出
没
し
た
際
に
的
確

に
対
応
で
き
る
職
員
も

い
な
い
。
そ
の
た
め
、

主
業
務
と
し
て
、
鳥
類

の
対
策
や
緊
急
時
に
お

け
る
対
策
・
駆
除
を
考

え
て
い
る
。
他
に
も
集

落
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
捕

獲
隊
を
組
織
し
た
際
の

中
心
と
し
て
活
躍
し
て

も
ら
い
た
い
。

問
雇
用
形
態
や
人
材
募

集
方
法
並
び
に
育
成

に
つ
い
て
は
。

答
産
業
課
長　
会
計
年

度
任
用
職
員
の
集
落

支
援
員
と
し
て
雇
用
す

る
こ
と
と
し
、
募
集
を

か
け
た
。
育
成
は
本
人

の
希
望
に
沿
っ
た
形
を

考
え
て
い
る
。

問
市
街
地
出
没
や
猟
銃

で
の
対
応
は
高
度
な

技
術
力
と
専
門
知
識
を

要
す
る
が
。

答
産
業
課
長　
す
で
に

そ
の
よ
う
な
知
見
を

持
っ
た
人
の
雇
用
を
考

え
て
い
る
。

問
高
度
技
術
を
持
っ
た

人
は
非
常
に
少
な
い
。

募
集
は
難
し
い
の
で
は
。

答
産
業
課
長　
も
し
そ

の
よ
う
な
人
材
が
集

ま
ら
な
い
よ
う
な
状
況

で
あ
れ
ば
、
募
集
内
容

を
見
直
し
、
再
度
検
討

す
る
形
に
な
る
と
思
う
。

問
道
の
駅
と
鎮
西
八
郎

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
連

携
状
況
は
。

答
政
策
課
長　
開
発
エ

リ
ア
全
体
の
名
称
が

「
カ
ゼ
マ
チ
」
と
な
っ
て

い
る
。
現
在
の
井
手
口

交
差
点
に
お
け
る
表
記

も
カ
ゼ
マ
チ
に
変
更
さ

れ
る
と
伺
っ
て
い
る
。

各
施
設
の
外
観
フ
ォ
ル

ム
も
ら
せ
ん
状
を
模
し

て
い
る
。
風
を

連
想
さ
せ
る
デ

ザ
イ
ン
と
な
っ

て
お
り
、
バ
ス

停
の
待
合
所
も

漢
字
の
「
風
」

を
モ
チ
ー
フ
に

制
作
さ
れ
て
い

る
。
カ
ゼ
マ
チ

と
い
う
言
葉
は
、

鎮
西
八
郎
為
朝

伝
説
の
地
と
さ

れ
る
伊
豆
大
島

に
お
い
て
、
大
凧
で
子

ど
も
を
逃
が
す
際
に
風

を
待
っ
た
丘
が
カ
ゼ
マ

チ
の
丘
と
言
わ
れ
て
お

り
、
鎮
西
八
郎
為
朝
が

縁
で
つ
な
が
っ
た
大
島

町
の
名
所
に
由
来
し
て

い
る
。
開
発
地
全
体
に

お
い
て
、
鎮
西
八
郎
為

朝
が
息
づ
く
よ
う
意
識

さ
れ
た
内
容
と
な
っ
て

い
る
。

道
の
駅
と
鎮
西
八
郎
の

連
携
状
況
は

開
発
地
全
体
に
息
づ
く
よ
う
意
識

町
職
員
の

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
は

大
き
く
改
善
傾
向
に
あ
る

風をモチーフにしたバス停
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一
般
質
問

問
令
和
５
年
第
１
回
定

例
会
に
て
「
役
場
を

防
災
拠
点
に
選
定
し
て

い
る
。
今
後
は
、
施
設

の
強
靭
化
を
図
る
と
と

も
に
、
非
常
用
電
源
や

通
信
、
ト
イ
レ
機
能
の

確
保
、
水
や
食
料
品
、

生
活
必
需
品
等
の
災
害

備
蓄
品
の
確
保
に
積
極

的
に
取
り
組
む
。
ま
た
、

災
害
発
生
後
７２
時
間
は

外
部
か
ら
の
供
給
な
し

に
非
常
用
電
源
を
稼
働

で
き
る
機
能
を
図
っ
て

い
く
」
と
答
弁
さ
れ
て

い
る
が
、
今
現
在
ど
の

中
心
市
街
地
エ
リ
ア
を
防
災
拠

点
の
ひ
と
つ
に

災
害
に
強
い
防
災
拠
点
づ
く

り
の
計
画
は

江﨑　文男 議員

程
度
図
ら
れ
て
い
る
か
。

答
危
機
管
理
対
策
監　

近
年
は
、
台
風
、
地

震
、
豪
雨
等
、
毎
年
の

よ
う
に
大
規
模
な
自
然

災
害
が
発
生
し
て
お
り
、

防
災
拠
点
と
な
る
官
公

庁
施
設
が
被
災
し
た
事

例
も
散
見
さ
れ
る
。
今

後
も
気
候
変
動
の
影
響

に
よ
り
、
水
害
等
の
さ

ら
な
る
激
甚
化
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
災

害
発
生
時
に
お
い
て
、

応
急
対
策
活
動
の
中
心

と
な
る
防
災
拠
点
は
災

害
に
強
い
も
の
が
必
要

と
考
え
、
町
と
し
て
は
、

中
心
市
街
地
エ
リ
ア
を

防
災
拠
点
の
一
つ
と
し

て
積
極
的
に
活
用
し
て

い
く
計
画
を
進
め
て
い

る
。

け
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
重

視
し
、
重
点
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
設
け
ら
れ
、
そ

れ
が
一
丁
目
一
番
地
と

し
て
中
心
市
街
地
活
性

化
事
業
で
あ
る
。
令
和

７
年
３
月
策
定
の
後
期

計
画
に
お
い
て
見
直
し

の
可
能
性
も
あ
り
得
る
」

と
の
答
弁
が
あ
っ
て
い

た
が
、
こ
の
後
期
計
画

時
に
お
け
る
寄
附
目
的

の
見
直
し
作
業
は
あ
っ

た
の
か
。

答
政
策
課
長　
今
年
度

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン

後
期
計
画
の
策
定
を

行
っ
て
お
り
、
重
点
項

目
の
設
定
状
況
を
参
考

に
す
る
こ
と
も
考
え
ら

問
令
和
７
年
第
１
回
定

例
会
の
一
般
質
問
に

て
、「
寄
附
申
込
に
記
載

さ
れ
て
い
る
寄
附
目
的

で
は
、
町
が
使
わ
れ
る

寄
附
金
の
大
部
分
が
つ

ば
き
ま
ち
づ
く
り
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
Ｃ
Ｇ
Ｆ
へ
の

貸
付
け
に
向
け
ら
れ
て

問
道
の
駅
が
昨
年
４
月

に
オ
ー
プ
ン
し
、
住

宅
、
商
業
施
設
が
完
成
。

今
後
は
文
教
施
設
と
体

育
施
設
が
出
来
る
と
思

う
が
、
今
後
の
計
画
は
。

答
生
涯
学
習
課
長

文
教
施
設
及
び
多
目

れ
る
。
ま
た
、
開
発
事

業
の
進
捗
に
応
じ
た
形

で
考
慮
す
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

加
え
て
、
寄
附
者
に
訴

求
す
る
寄
附
目
的
の
設

定
も
大
き
な
要
素
と
な

り
、
仮
に
見
直
し
を
行

う
場
合
に
お
い
て
は
総

合
的
な
判
断
の
上
行
う

こ
と
と
答
弁
し
て
お
り
、

断
定
的
に
言
っ
た
わ
け

で
は
な
く
、
可
能
性
に

言
及
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

そ
の
上
で
、
現
段
階
に

お
い
て
「
寄
附
の
目
的
」

の
変
更
は
無
い
。

い
る
。
本
当
の
意
味
で

の
町
民
が
必
要
と
し
て

い
る
財
源
に
充
て
ら
れ

る
よ
う
な
寄
附
の
目
的

に
見
直
し
を
す
べ
き
で

は
」
と
の
質
問
に
対
し
、

「
こ
の
寄
附
の
目
的
は
、

ま
ち
づ
く
り
プ
ラ
ン
の

前
期
計
画
策
定
時
に
お

的
交
流
施
設
に
つ
い
て

は
、
９
月
定
例
議
会
に

て
、
実
施
設
計
等
の
予

算
議
決
を
貰
い
、
設
計

事
務
所
と
契
約
を
締
結

し
、
設
計
業
務
に
入
っ

て
い
る
。

中
心
市
街
地
の
今
後
の
計
画
は

文
教
施
設
及
び
多
目
的
交
流
施

設
の
設
計
業
務
に
入
っ
て
い
る

ふ
る
さ
と
納
税
の
寄
附
目
的

の
見
直
し
は

現
段
階
に
お
い
て
変
更
は
無
い

使い道（プロジェクト名）

笑顔が集まる交流拠点道の駅
「産直プロジェクト」

（つばきまちづくりプロジェクト）

子どもたちの可能性を拓く
「学びの場整備プロジェクト」
（つばきまちづくりプロジェクト）

心触れあう憩いの場
「みんなの公園プロジェクト」
（つばきまちづくりプロジェクト）

笑顔が帰る家・思い出が生まれる家
「住宅等プロジェクト」
（つばきまちづくりプロジェクト）

町長おまかせ
「地域活性化プロジェクト」

現在の寄附目的の内容
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一
般
質
問

問
社
会
体
育
館
の
新
築

計
画
及
び
小
中
学
校

建
て
替
え
計
画
に
お
い

て
、
体
育
館
を
含
む
空

調
設
備
の
整
備
は
基
本

方
針
と
し
て
明
確
に
位

置
付
け
さ
れ
て
い
る
か
。

答
教
委
事
務
局
長

小
学
校
校
舎
改
築
に

つ
い
て
は
、
令
和
８
年

度
中
に
基
本
構
想
策
定

に
向
け
て
、
上
峰
小
学

校
校
舎
建
築
準
備
委
員

会
に
お
い
て
、
校
舎
及

び
体
育
館
の
空
調
設
備

も
含
め
協
議
検
討
し
、

基
本
構
想
を
策
定
す
る
。

問
建
て
替
え
ま
で
の
期

間
に
お
け
る
既
存
施

各
体
育
館
の
熱
中
症
対
策
は

環
境
改
善
す
る

大川　徹也 議員

設
に
お
け
る
熱
中
症
対

策
等
の
安
全
対
策
は
。

答
生
涯
学
習
課
長

現
在
の
体
育
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
は
、
平

成
30
年
度
に
ス
ポ
ッ
ト

ク
ー
ラ
ー
を
４
台
整
備

し
熱
中
症
対
策
に
活
用

し
て
い
る
。
災
害
時
の

避
難
所
に
つ
い
て
も
同

様
の
運
用
に
な
る
か
と

思
っ
て
い
る
。

答
教
委
事
務
局
長

小
学
校
体
育
館
で

は
、窓
を
開
け
、ス
ポ
ッ

ト
ク
ー
ラ
ー
２
台
を

使
っ
て
冷
や
す
よ
う
に

し
て
い
る
。
中
学
校
体

育
館
に
お
い
て
も
窓
を

開
け
、か
つ
大
型
扇
風
機

を
使
用
し
授
業
を
行
っ

て
い
る
。

問
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー

は
ど
の
程
度
の
効
果

が
あ
る
の
か
。

答
生
涯
学
習
課
長

基
本
的
に
は
、
ダ
ク

ト
か
ら
冷
風
が
出
る
た

め
、
そ
の
前
に
立
ち
体

を
冷
や
す
と
い
う
形
で

利
用
し
て
い
る
。

答
教
委
事
務
局
長

送
風
口
の
前
、
局
所

的
に
風
が
当
た
っ
た
と

こ
ろ
が
冷
え
る
と
い
う

も
の
で
あ
る
。

答
教
育
長　
実
際
に
体

育
セ
ン
タ
ー
で
使
わ

れ
た
夏
場
の
模
様
を

知
っ
て
い
ま
す
が
、
か

な
り
の
範
囲
に
わ
た
っ

て
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー

は
４
台
稼
働
す
れ
ば
、

全
体
を
冷
や
す
空
調
程

は
な
い
が
、
か
な
り
温

度
は
下
が
り
爽
や
か
な

感
じ
に
な
っ
て
い
る
。

問
「
ス
ポ
ッ
ト
バ
ズ
ー

カ
」
と
呼
ば
れ
る
高

性
能
版
も
あ
る
と
伺
っ

て
い
る
。
実
際
の
利
用

者
や
学
校
の
先
生
か
ら

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
て
、

今
の
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
で
不
十
分
で
あ
れ

ば
、
高
性
能
版
を
検
討

し
て
も
ら
え
な
い
か
。

答
教
育
長　

現
状
ス

ポ
ッ
ト
ク
ー
ラ
ー
を

使
っ
て
い
る
が
、
現
場

か
ら
は
ス
ポ
ッ
ト
ク
ー

ラ
ー
を
使
う
こ
と
で
不

具
合
や
、も
う
少
し
効
き

目
が
あ
っ
た
方
が
よ
い

等
の
苦
情
等
は
聞
い
て

い
な
い
の
で
、
し
ば
ら

く
こ
の
ま
ま
で
続
け
て

い
け
る
と
思
っ
て
い
る
。

問
町
長
は
ど
う
思
う
の

か
。

答
町
長　
教
育
委
員
会

の
方
針
に
つ
い
て

は
、
教
育
長
の
答
弁
で

十
分
で
あ
る
と
思
う
。

問
現
場
で
は
往
々
に
し

て
あ
る
こ
と
だ
が
、

現
場
か
ら
何
も
上
が
っ

て
こ
な
い
か
ら
問
題
な

い
と
い
う
こ
と
ば
か
り

で
は
な
い
。
上
峰
町
で

は
、
剣
道
大
会
等
も
行

わ
れ
て
い
て
、
防
具
を

付
け
た
ま
ま
の
練
習
や

試
合
は
本
当
に
過
酷
な

も
の
で
あ
ろ
う
か
と
思

う
。
ぜ
ひ
、
体
育
館
で

の
暑
さ
対
策
に
つ
い
て

再
度
調
査
を
し
て
い
た

だ
き
、
必
ず
環
境
改
善

の
検
討
を
お
願
い
し
た

い
。答

教
育
長　

当
然
そ
れ
は
考
え
て

い
き
た
い
と
思
う
し
、

学
校
か
ら
要
望

が
来
な
い
か
ら

い
い
と
い
う
ふ

う
に
は
捉
え
よ

う
と
は
思
わ
な

い
。
私
ど
も
も

実
際
に
行
っ
て

み
て
、
実
態
を

把
握
し
な
が
ら

や
っ
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い

る
。
そ
れ
か
ら

剣
道
大
会
に
つ

い
て
も
、
開
催
時
期
が

変
更
に
な
り
、
秋
口
に

な
っ
た
。
そ
の
方
が
湿

度
も
下
が
り
、
か
な
り

良
い
。
子
ど
も
た
ち
も

防
具
を
付
け
て
も
、終
日

で
き
た
こ
と
も
あ
っ
た

の
で
、
日
程
の
変
更
も

含
め
、ま
た
必
要
が
あ
れ

ば
環
境
改
善
を
連
盟
の

人
と
も
相
談
を
し
て
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

答弁者の名称について 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称 20



一
般
質
問

問
外
記
の
た
め
池
に
あ

る
橋
の
欄
干
部
に
お

い
て
道
路
幅
が
狭
く

な
っ
て
い
た
こ
と
で
、

通
行
に
支
障
が
出
て
い

た
た
め
早
急
な
改
善
が

望
ま
れ
て
い
た
。
し
か

し
、
県
営
た
め
池
整
備

に
よ
り
欄
干
部
周
辺
の

工
事
が
行
わ
れ
た
が
、

道
路
幅
は
以
前
の
ま
ま

で
現
在
も
通
行
に
支
障

が
あ
る
。
通
行
改
善
に

対
す
る
町
の
考
え
は
。

答
建
設
課
長　
県
営
工

事
が
終
わ
り
次
第
、

で
き
る
だ
け
速
や
か
に

県
営
工
事
の
完
了
後
速
や
か
に

行
う

外
記
た
め
池
欄
干
部
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

原　直弘 議員

撤
去
し
た
い
。
た
め
池

内
の
管
理
道
路
の
園
路

化
を
加
味
し
た
町
道
計

画
が
必
要
な
の
で
、
８

年
度
当
初
予
算
に
計
画

策
定
の
委
託
料
を
計
上

し
て
い
る
。

問
８
年
度
に
計
画
策
定

と
な
る
と
、
９
年
度

に
施
工
す
る
の
か
。

答
建
設
課
長　
県
営
工

事
の
最
終
年
度
が
９

年
度
と
聞
い
て
い
る
。

施
工
時
期
と
し
て
は
県

営
工
事
完
了
後
に
速
や

か
に
と
思
っ
て
い
る
。

問
小
学
校
か
ら
北
の
区

間
は
歩
道
の
整
備
に

よ
り
歩
行
者
の
安
全
が

確
保
さ
れ
た
が
、
町
道

坊
所
南
北
線
起
点
部
の

交
差
点
は
以
前
の
ま
ま

で
あ
り
横
断
時
の
安
全

確
保
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
る
が
そ
の
対
策
は
。

答
建
設
課
長　
現
状
と

し
て
坊
所
南
北
線
を

除
く
３
方
向
は
、
幅
員

が
狭
く
離
合
し
づ
ら
く

な
っ
て
い
る
た
め
交
差

点
内
で
待
機
す
る
車
両

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
横

断
し
に
く
い
状
況
が
あ

る
。
横
断
時
の
安
全
向

上
を
検
討
し
た
結
果
、

自
動
車
の
交
通
量
が
極

め
て
少
な
い
町
道
上
坊

所
線
に
バ
リ
カ
ー
等
の

車
止
め
が
で
き
れ
ば
歩

行
者
の
滞
留
場
所
を
確

保
す
る
こ
と
で
、
横
断

歩
道
の
要
件
に
も
合
致

し
、
安
全
向
上
の
要
望

に
応
え
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
な
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
る
。

要望
子
ど
も
た
ち
の
安

心
・
安
全
対
策
を
迅

速
か
つ
継
続
し
て
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。

全
確
保
を
目
的
と
し
て

実
施
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
対
策
は
確
実
な
成
果

を
上
げ
て
い
る
。
今
回

は
対
策
が
継
続
中
の
も

の
に
つ
い
て
そ
の
現
状

と
今
後
の
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

答
教
委
事
務
局
長　

現
在
実
施
し
て
い
る

通
学
路
点
検
に
は
問
題

点
が
あ
っ
た
。
点
検
し

通
学
路
の
課
題
を
浮
き

彫
り
に
し
、
出
さ
れ
た

意
見
を
対
策
と
し
て
公

表
し
て
い
た
。
対
策
表

は
一
旦
取
り
下
げ
て
、

専
門
家
と
の
協
議
を
行

い
対
応
策
を
決
定
し
た

い
。問

今
ま
で
実
施
さ
れ
た

対
策
は
町
の
道
路
管

理
者
と
の
調
整
が
な
く

実
施
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
か
。

答
教
委
事
務
局
長　

道
路
行
政
の
ス
ペ

シ
ャ
リ
ス
ト
が
い
る
町

行
政
に
は
諮
っ
て
い

な
か
っ
た
。
８
年
度
は

問
通
学
路
点
検
は
子
ど

も
た
ち
が
日
常
的
に

利
用
す
る
道
路
に
お
い

て
、
子
ど
も
た
ち
の
安

春
季
に
通
学
路
点
検
を

行
っ
て
課
題
を
掘
り
起

こ
し
、
町
行
政
に
諮
る

委
員
会
で
対
応
策
を
決

定
し
て
、
夏
季
に
は
国
、

県
に
対
し
予
算
要
求
、

要
望
等
を
行
っ
て
い
き

た
い
。

問
行
政
と
し
て
は
国
、

県
の
補
助
事
業
で
実

施
す
る
こ
と
が
望
ま
し

い
か
も
し
れ
な
い
が
、

子
ど
も
た
ち
の
身
近
な

危
険
か
ら
身
を
守
る
重

要
な
対
策
な
の
で
、す
ぐ

に
で
も
で
き
る
工
事
や

手
だ
て
は
迅
速
に
や
っ

て
も
ら
い
た
い
が
。

答
教
委
事
務
局
長　

合
同
点
検
は
国
、
県

道
を
優
先
的
に
実
施
す

る
。
町
道
の
通
学
路
は

学
校
や
教
育
委
員
会
で

も
協
議
や
点
検
を
し
、

課
題
箇
所
が
あ
れ
ば
関

係
各
課
に
お
尋
ね
す
る

形
で
対
応
策
に
つ
い
て

協
議
を
行
う
。

答弁者の名称について 教委事務局長…教育委員会事務局長の略称

交
通
安
全
対
策
等
を
警
察
と

協
議
し
て
い
く

交
差
点
部
の
通
学
路
の

安
全
対
策
に
つ
い
て

通
学
路
の
点
検
箇
所
と

今
後
の
対
策
に
つ
い
て

関
係
各
課
と
対
応
策
の
協
議
を
行
う
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一
般
質
問

問
令
和
５
年
度
の
滞
納

繰
越
金
が
５
千
９
百

万
円
と
い
う
こ
と
で
、

解
決
す
べ
き
問
題
で
あ

り
、
そ
の
対
策
は
。

答
税
務
課
長　
未
然
防

止
対
策
と
し
て
現
年

度
に
つ
い
て
は
、
電
子

納
付
を
推
進
し
２４
時
間

納
付
で
き
る
環
境
を
整

備
し
、
納
付
し
や
す
い

体
制
と
し
て
い
る
。
ま

た
、
国
税
徴
収
法
に
基

づ
く
滞
納
整
理
の
実
施

で
は
預
貯
金
等
の
財
産

が
確
認
さ
れ
た
者
で
、

納
付
見
込
み
が
な
い
と

判
断
し
た
場
合
は
差
し

押
さ
え
を
実
施
し
て
い

町
税
等
の
滞
納
に
つ
い
て

徴
収
体
制
強
化
を
行
う

農
業
施
策
関
連
に
つ
い
て

補
助
金
は
内
部
で
協
議
を
行
う

吉富　隆 議員

る
。
今
後
の
滞
納
整
理

の
計
画
と
し
て
滞
納
整

理
方
針
計
画
と
年
間
業

務
計
画
を
立
て
進
捗
管

理
を
行
う
。
ま
た
、
徴

収
体
制
強
化
と
し
て
、

県
税
事
務
所
に
職
員
を

派
遣
し
、
専
門
的
に
学

ん
で
、
県
に
派
遣
し
た

職
員
を
通
じ
て
連
携
し
、

滞
納
対
策・整
理
を
行
う
。

問
ふ
る
さ
と
納
税
の
今

年
度
の
納
税
額
は
。

答
政
策
課
長　
12
月
ま

で
で
60
億
７
千
万

円
、36
万
５
千
件
で
あ
る
。

問
返
礼
品
と
維
持
管
理

費
を
合
わ
せ
て
50
％

と
な
っ
て
い
る
が
超
え

て
い
る
部
分
は
な
い
か
。

問
過
去
に
起
き
た
偽
装

問
題
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
形
を
と
っ
て

い
る
の
か
。

答
政
策
課
長　
支
払
金

の
一
部
と
し
て
、
寄

附
を
取
り
消
し
た
場
合

の
返
金
措
置
と
い
う
形

で
１
千
６
百
万
円
程
既

に
入
金
が
な
さ
れ
て
い

る
。問

こ
れ
は
事
件
で
あ

り
、
行
政
と
し
て
業

者
に
対
し
て
ペ
ナ
ル

テ
ィ
が
必
要
で
は
な
い

か
。答

政
策
課
長　
町
が
契

約
し
て
い
る
の
は
、

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
事

業
者
で
あ
り
、
返
礼
品

提
供
事
業
者
と
は
直
接

の
契
約
関
係
に
は
な
い
。

返
礼
品
提
供
事
業
者
は

さ
ら
に
そ
の
返
礼
品
を

答
政
策
課
長　
返
礼
品

の
調
達
の
割
合

30
％
、
他
に
係
る
経
費

を
合
わ
せ
て
50
％
と
理

解
し
て
お
り
、
10
月
の

総
務
省
の
審
査
も
受
け

て
、
無
事
指
定
を
受
け

て
い
る
。

納
品
す
る
事
業
者
と
契

約
さ
れ
て
い
る
︒
納
品

事
業
者
に
つ
い
て
は
︑

既
に
関
係
当
局
の
ほ
う

か
ら
指
導
︑是
正
等
受
け

て
い
る
状
況
で
あ
り
︑

経
済
的
な
と
こ
ろ
で
も

弁
済
を
な
さ
れ
て
い
る
︒

問
返
礼
業
者
と
は
直
接

契
約
し
て
い
な
い
か

ら
町
に
は
関
係
な
い
と

い
う
こ
と
な
の
か
︒

答
政
策
課
長　
直
接
契

約
関
係
は
な
い
︒
町

も
被
害
者
と
言
っ
て
い

い
状
況
だ
と
認
識
し
て

い
る
。

要望
今
後
は
事
件
が
お
き

な
い
よ
う
な
形
で
お

願
い
す
る
。

問
直
播
研
究
会
に
補
助

金
を
出
せ
な
い
か
。

答
産
業
課
長　
今
即
答

は
で
き
な
い
。
内
部

の
ほ
う
で
協
議
を
行
う
。

問
直
播
研
究
会
が
で
き

て
か
ら
20
年
が
経
過

し
て
い
る
が
、
進
捗
が

な
い
。
し
か
し
、
普
及

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い

る
の
で
、
補
助
金
を
出

せ
な
い
か
。

答
産
業
課
長　
補
助
金

を
つ
く
る
よ
う
努
力

す
る
。

納
品
事
業
者
は
指
導
・
是
正
を

受
け
て
い
る

過
去
に
起
き
た
偽
装
問
題
に

つ
い
て

ふ
る
さ
と
納
税
の
今
年
度
の

納
税
額
は

12
月
ま
で
で
60
億
７
千
万
円
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般
質
問

問
ご
家
族
や
仕
事
の
関

係
で
高
齢
で
あ
っ
て

も
免
許
を
返
納
で
き
な

い
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
し
、

町
で
実
施
さ
れ
て
い
る

支
援
の
内
容
は
。

答
総
務
課
長　
高
齢
運

転
者
に
よ
る
交
通
事

故
の
割
合
が
増
加
傾
向

に
あ
る
た
め
、
国
、
県
、

地
方
自
治
体
は
安
全
運

転
支
援
と
移
動
手
段
の

確
保
を
喫
緊
の
課
題
と

認
識
し
、
取
り
組
み
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
。

安
全
運
転
支
援
と
し
て
、

高
齢
者
に
対
し
て
の
運

転
免
許
証
保
持
者
講
習

会
や
警
察
と
連
携
し
た

鈴木　千春 議員

交
通
安
全
に
関
す
る
チ

ラ
シ
の
回
覧
、
安
全
運

転
サ
ポ
ー
ト
車
の
普
及

促
進
や
免
許
返
納
後
の

移
動
手
段
確
保
へ
の
支

援
を
通
じ
て
、
高
齢
者

の
安
全
な
移
動
を
多
角

的
に
支
援
し
て
い
く
こ

と
に
努
め
て
い
る
。
今

年
度
は
上
峰
町
交
通
安

全
協
会
で
町
内
の
事
故

発
生
状
況
を
デ
ー
タ
を

基
に
分
析
し
、
現
地
確

認
等
を
行
っ
た
。
そ
の

中
で
、
交
通
弱
者
へ
の

配
慮
に
つ
い
て
も
、
ソ

フ
ト
対
策
と
環
境
整
備

に
つ
い
て
協
議
を
行
っ

た
。
当
町
の
令
和
６
年

の
交
通
事
故
発
生
状
況

は
、
高
齢
者
に
限
ら
ず

ど
の
年
齢
層
に
も
及
ん

で
お
り
、
町
民
全
体
に

啓
発
活
動
を
行
い
、
啓

発
内
容
の
浸
透
を
ま
ち

づ
く
り
に
生
か
す
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
確
認

し
た
。
交
通
安
全
を
実

現
、
向
上
す
る
循
環
型

の
対
策
を
引
き
続
き

行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

問
免
許
証
を
返
納
さ
れ

た
人
に
対
し
町
が
現

在
行
っ
て
い
る
支
援
の

内
容
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
　

現
在
、
運
転
免
許
証

を
返
納
さ
れ
た
人
に
対

し
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
と

巡
回
バ
ス
の
運
賃
が
１

年
無
料
と
な
る
フ
リ
ー

パ
ス
ポ
ー
ト
を
発
行
し

て
い
る
。
こ
の
フ
リ
ー

パ
ス
ポ
ー
ト
の
申
請
者

に
つ
い
て
は
、

令
和
４
年
度
が
19
人
、

令
和
５
年
度
が
12
人
、

令
和
６
年
度
が
13
人
。

自
動
車
運
転
免
許
証
を

返
納
さ
れ
た
人
に
対
す

る
フ
リ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト

の
支
援
に
つ
い
て
は
、

今
後
も
継
続
し
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

問
免
許
を
返
納
さ
れ
て

い
る
人
数
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
　

警
察
署
に
確
認
し
た

数
値
は
、
令
和
５
年
度

28
人
、
令
和
６
年
度
30

人
、
令
和
７
年
度
23
人
。

問
免
許
を
返
納
さ
れ
て

い
る
が
フ
リ
ー
パ
ス

ポ
ー
ト
を
利
用
さ
れ
て

い
な
い
人
が
一
定
数
い

る
が
そ
の
理
由
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
　

周
知
が
足
り
て
い
な

い
部
分
も
あ
る
か
と

思
っ
て
い
る
。
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
等
に
は
掲
載
し

て
い
る
が
、返
納
さ
れ
た

人
は
無
料
で
フ
リ
ー
パ

ス
ポ
ー
ト
が
申
請
で
き

る
と
い
う
よ
う
な
周
知

を
今
後
さ
ら
に
強
化
し

た
い
と
思
う
。

問
町
内
で
糖
尿
病
に
罹

患
さ
れ
て
い
る
方
の

割
合
に
つ
い
て
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
　

当
課
で
把
握
で
き
て

い
る
国
民
健
康
保
険
加

入
者（
以
下「
国
保
」）及

び
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
加
入
者（
以
下「
後
期

高
齢
」）、そ
れ
ぞ
れ
の
糖

尿
病
治
療
中
の
人
の
割

合
を
答
弁
す
る
。令
和
８

年
１
月
末
の
糖
尿
病
の

治
療
を
さ
れ
て
い
る
人

の
割
合
は
、国
保
加
入
者

で
12・４
％
、後
期
高
齢

加
入
者
は
27・２
％
と

な
っ
て
い
る
。年
齢
が
高

く
な
る
に
つ
れ
て
糖
尿

病
の
治
療
を
受
け
て
い

る
人
の
割
合
が
高
く
な

る
傾
向
と
な
っ
て
い
る
。

問
結
果
に
対
し
、
現
在

町
で
実
施
さ
れ
て
い

る
取
り
組
み
は
。

答
健
康
福
祉
課
長　
　

国
保
加
入
者
で
、
糖

尿
病
の
重
症
化
リ
ス
ク

が
高
い
医
療
機
関
未
受

診
者
や
治
療
中
断
者
等

を
対
象
に
、保
健
師
や
管

理
栄
養
士
に
よ
る
訪
問

指
導
や
個
別
面
談
を
実

施
。
ま
た
、後
期
高
齢
加

入
者
に
対
し
て
は
、保
健

事
業
と
介
護
予
防
の
一

体
的
実
施
の
下
、重
症
化

リ
ス
ク
の
高
い
人
へ
の

訪
問
に
よ
る
受
診
勧
奨

と
、通
い
の
場
等
に
お
い

て
糖
尿
病
重
症
化
予
防

や
生
活
習
慣
病
に
関
す

る
講
話
、健
康
相
談
を
実

施
し
て
い
る
。

免
許
返
納
者
へ
の
支
援
内
容
は

フ
リ
ー
パ
ス
ポ
ー
ト
を
発
行

町
内
の
糖
尿
病
罹
患
者
の
割
合
は

高
齢
に
つ
れ
て
高
く
な
る
傾
向
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議
会
活
動

ス
ポ
ー
ツ
参
画
意
識
の

向
上
が
図
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
今
回
の
視
察
を

踏
ま
え
、
本
町
に
お
い

て
も
実
情
に
応
じ
た
ス

ポ
ー
ツ
施
策
の
推
進
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

会
運
営
の
効
率
化
と
住

民
へ
の
説
明
責
任
の
充

実
に
向
け
た
取
り
組
み

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま

す
。

総
務
厚
生
常
任
委
員
会
視
察
研
修
報
告�

委
員
長　
吉
田　
豊

議
会
運
営
委
員
会
視
察
研
修
報
告�

委
員
長　
吉
富　
隆

体
が
連
携
し
、
ス
ポ
ー

ツ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
さ
れ
て
い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
道
の

駅
を
核
と
し
た
取
り
組

み
に
よ
り
、
交
流
や
賑

わ
い
の
創
出
、
市
民
の

の
課
題
も
あ
り
、
段
階

的
な
導
入
と
丁
寧
な
サ

ポ
ー
ト
が
重
要
で
あ
る

こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

本
町
議
会
に
お
い
て

も
、
今
回
の
視
察
で
得

た
知
見
を
踏
ま
え
、
議

　

総
務
厚
生
常
任
委
員

会
で
は
、
令
和
８
年
１

月
20
日
か
ら
22
日
の
３

日
間
に
か
け
て
、ス
ポ
ー

ツ
振
興
を
テ
ー
マ
に
宮

城
県
柴
田
町
お
よ
び
角

田
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

柴
田
町
で
は
、
総
合
体

育
館
整
備
に
お
い
て
官

民
連
携
手
法
を
採
用
し
、

民
間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
た
効
率
的
な
運
営

と
財
政
負
担
の
平
準
化

を
実
現
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
施
設
は
多
様
な
イ

ベ
ン
ト
に
活
用
さ
れ
、

町
民
の
交
流
や
健
康
づ

く
り
の
拠
点
と
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
総
合

型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ

ブ
で
は
高
齢
者
を
中
心

に
参
加
が
広
が
る
一
方
、

働
き
世
代
の
参
加
促
進

な
ど
が
課
題
と
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
角
田
市
で

は
、「
ス
ポ
ネ
ッ
ト
か
く

だ
」
を
中
心
に
関
係
団

　

議
会
運
営
委
員
会
で

は
、
令
和
８
年
２
月
２６

日
に
長
崎
県
時
津
町
議

会
を
訪
問
し
、
議
会
運

営
の
高
度
化
を
図
る
た

め
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活

用
し
た
議
会
運
営
に
つ

い
て
視
察
を
行
い
ま
し

た
。

　

時
津
町
議
会
で
は
、

議
案
書
や
会
議
資
料
の

電
子
化
を
進
め
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
を
用
い
た

ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ

り
、
資
料
準
備
の
効
率

化
や
経
費
削
減
を
実
現

さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
、
会
議
中
の
情
報
共

有
が
迅
速
に
行
え
る
ほ

か
、
過
去
資
料
の
検
索

性
向
上
な
ど
、
議
員
活

動
の
質
の
向
上
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
と
の
説

明
を
受
け
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
導
入
に
あ

た
っ
て
は
操
作
習
得
や

通
信
環
境
の
整
備
な
ど

柴田町

時津町
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議
会
活
動

上峰町議会参加行事出席表（10月からの下半期に町議会として出席・参加した行事の記録です）

１
蔵戸

２
石橋

３
江﨑

４
鈴木

５
大川徹

６
原

７
吉田

８
吉富

９
寺﨑

10
大川隆

10月５日 小学校運動会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

10月12日 町民大運動会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

10月15日 戦没者追悼式典 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

10月20日 市町講座
同和問題 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 公 〇 公

10月23日 子ども議会 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 公 〇 〇

11月３日 町民文化祭 〇 公 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 〇

11月11日 市町行政講演会 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 公

11月25日 防犯パトロール 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 〇 公

11月30日 剣道錬成会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

12月６日 カミフェス 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇

12月22日 防犯パトロール 〇 〇 〇 〇 × 〇 〇 〇 × 〇

１月５日 賀詞交歓会 〇 〇 〇 〇 〇 △ 〇 〇 〇 〇

１月11日 二十歳の集い 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

１月16日 全議員研修
郡議長会 〇 〇 × 〇 × 〇 〇 × 〇 〇

１月18日 消防出初式 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

２月25日 利用者講習会 〇 〇 〇 公 〇 〇 〇 〇 〇 〇

３月６日 中学校卒業式 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

３月17日 小学校卒業式 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

３月28日 目達原駐屯地観桜会 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

〇 出席 公 公務等による欠席 × 欠席 △ 病気・ケガによる欠席

※�上峰町議会では住民の安全が確保されているかを確認するための防犯パトロールを月に1回実施し
ています。
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　剣道部は、３年生５人・２年生２人で活動して
います。練習は月・火・木・金・土に行い、大会
にも積極的に参加しています。一昨年は女子団体、
昨年は男子団体で県大会に出場しました。明るく
元気で仲が良く、互いに切磋琢磨できる関係です。
準備や後片付けも率先して行い、勝敗だけでなく
人格形成を大切にしながら日々の稽古に励んでい
ます。今年は男女で団体県大会出場、卒業までに
二段取得を目指して頑張ります。

　上峰中学校サッカー部は、３年生９人、２年生
２人の計11人の部員で構成され、学年を超え協力
し合いながら活動しています。目標は、県大会で
上位進出することです。目標を達成するために、
日々の練習では、基礎技術や戦術理解を高め、試
合を想定した実践的なトレーニングに取り組んで
います。部のモットーは「運貯金」。日常で良い行
いをすれば、良いことが帰ってくる。先輩方が築
き上げた伝統です。僕たちはそのようなカッコイ
イ先輩方に近付けるよう、常に周囲に気を配り、
応援される集団・個になれるよう頑張っていきます。

上
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新しい発見！

団体
の紹介 「上峰中学校 部活動紹介」

「剣道部」

「サッカー部」

　
国
か
ら
地
方
自
治
体
に
も
デ
ジ
タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
方
針

が
示
さ
れ
、
本
町
議
会
に
お
い
て
も
様
々
な
課
題
に
対
し
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
「
町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」

と
「
業
務
の
効
率
化
」
そ
し
て
「
議
会
の
活
性
化
」
を
達
成
す
べ
く
、

上
峰
町
議
会
D
X
推
進
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

そ
の
第
一
段
階
と
し
て
、
各
議
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末

（
i
P
a
d
）
の
貸
与
が
な
さ
れ
、
令
和
８
年
３
月
定
例
会
よ
り
運
用

開
始
と
な
り
ま
し
た
。

　
１
年
間
は
紙
と
の
併
用
と
い
う
こ
と
で
、
い
く
ら
か
安
心
す
る
反

面
、
１
年
後
に
は
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
と
い
う
不
安
が
入
り
乱
れ
な
が

ら
、
機
器
の
習
得
に
た
だ
い
ま
奮
闘
中
。
ま
ず
は
機
器
の
立
ち
上
げ

を
毎
日
の
日
課
と
し
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
を
推
進
し
て
い
る
国
の
最
高
機
関
で

あ
る
国
会
の
本
会
議
場
で
は
、
こ
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
等
の
使
用
が
認
め

ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
を
皆
さ
ん
ご
存
知
で
す
か
。
ふ
し
ぎ
で

す
ね
。�

（
江
﨑
）

あ
と
が
き

議会を傍聴してみませんか
　毎回、町民の皆さまに議会
を傍聴していただき、ありが
とうございます。
　次回の定例会の会期は、６
月５日（金）から６月１２日
（金）までを予定しています。
　一般質問は６月８日（月）
及び９日（火）の予定です。

行事への参加� １月～３月

１月５日　上峰町新年賀詞交歓会
１月11日　二十歳のつどい
１月16日　郡内全議員研修会
１月18日　上峰町消防団出初式
３月６日　上峰中学校卒業式
３月17日　上峰小学校卒業式
３月28日　目達原駐屯地観桜会
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